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施
策
の
分
析
評
価
に
着
手

　
　
　
～
自
主
研
修
で
～

　
　
合
併
後
の

　
　
二
ツ
井
地
域
の
現
状
点
検

裏
面
→
第
２
回
協
議
会
の
報
告

松
風
荘
（
二
ツ
井
町
駒

形
）
の
廃
止
を
報
告
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す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
開
業
間
も
な

い
昭
和
５
０
年
に
は
、
１
万
人
を
超

え
る
利
用
者
が
あ
っ
た
が
、
平
成
２

５
年
に
は
３
千
人
を
切
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
市
で
は
、
利

用
者
の
減
少
と
収
支
の
悪
化
が
続
い

て
お
り
、
施
設
も
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
、
更
に
は
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交

流
施
設
の
供
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
２
７
年
の
９
月
末
日
を

も
っ
て
廃
止
す
る
と
決
め
た
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
富
根
地
域
の
住
民

意
見
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
質
疑
が

あ
り
市
側
は
、
富
根
地
区
協
議
会
・

町
内
会
長
連
合
会
・
松
寿
会
に
説
明

し
、
お
お
む
ね
、
や
む
を
得
な
い
と

の
事
で
あ
っ
た
と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
集
会
所
と
し
て
の
要
望
は
な

か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
要
望
は
な

か
っ
た
。
解
体
す
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
廃
校
舎
な
ど
の
例
を
参
考
に
、

今
後
の
活
用
方
法
を
検
討
す
る
と
さ

れ
ま
し
た
。

地

域

協

議

会

だ

よ

り

☆

☆

　
平
成
２
７
年
度
第
１
回
地
域
協
議
会
は
、
４
月
１
４
日
（
火
）
午
後

３
時
か
ら
二
ツ
井
町
庁
舎
大
会
議
室
で
開
か
れ
、
松
風
荘
の
廃
止
に
つ

い
て
の
報
告
と
【
自
主
研
修
】
地
域
自
治
区
の
今
後
に
つ
い
て
（
二
ツ

井
地
域
の
現
状
）
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

営
業
は
、
平
成
２
７
年
９
月
末
日

ま
で

　
松
風
荘
（
旧
富
根
中
学
校
敷
地

内
）
は
、
昭
和
４
９
年
に
開
業
し

今
年
で
４
１
年
目
を
迎
え
る
。
平

成
２
１
年
に
、
能
代
山
本
広
域
市

町
村
圏
組
合
か
ら
能
代
市
に
譲
渡

さ
れ
た
。
市
で
は
、
平
成
２
２
年

３
月
の
、
能
代
市
行
財
政
改
革
大

綱
・
公
の
施
設
の
運
営
改
善
計
画

で
、
今
後
３
年
間
は
、
収
支
の
改

善
に
努
め
、
現
状
の
形
態
で
運
営

す
る
。
収
支
が
改
善
し
な
い
場
合

は
、
二
ツ
井
地
域
の
類
似
施
設
の

整
備
の
動
向
等
を
見
極
め
、
宿
泊

や
施
設
そ
の
も
の
の
廃
止
を
検
討
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合
併
時
と
現
在
を
比
較
し
、
目

指
す
方
向
に
近
づ
い
て
い
る
の
か

ど
う
か
を
分
析
・
評
価
し
、
今
後

の
二
ツ
井
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の

在
り
方
や
地
域
自
治
区
の
今
後
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
く
た
め
、
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
政
策

分
野
１
５
項
目
に
つ
い
て
、
二
ツ

井
地
域
の
現
状
や
施
策
の
推
進
状

況
を
市
側
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　
次
回
以
降
の
自
主
研
修
で
、
市

側
か
ら
見
た
施
策
評
価
に
つ
い
て

報
告
し
、
委
員
側
の
意
見
を
求
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
施
策
の
評

価
手
段
と
し
て
、
良
好
・
概
ね
良

好
・
現
状
維
持
・
検
討
見
直
し
、

の
４
段
階
で
評
価
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
点
検
す
る
項
目
は
、
基

本
計
画
中
の
３
つ
の
基
本
目
標
、

①
輝
き
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち
か
ら

４
政
策
、
②
元
気
と
う
る
お
い
の

ま
ち
か
ら
７
政
策
、
③
安
全
と
安

心
の
ま
ち
か
ら
４
政
策
の
、
合
計

１
５
項
目
と
し
ま
し
た
。

写真は、第２回地域協議会（裏面に報告）の様子



　
平
成
２
７
年
度
第
２
回
地
域
協
議
会
は
、
４
月
２
８
日
（
火
）
午
後
３

時
か
ら
二
ツ
井
町
庁
舎
大
会
議
室
で
開
か
れ
、
平
成
２
７
年
度
二
ツ
井
地

域
局
主
要
予
算
概
要
の
報
告
と
二
ツ
井
・
荷
上
場
簡
易
水
道
整
備
事
業
の

報
告
、
及
び
【
自
主
研
修
】
地
域
自
治
区
の
今
後
に
つ
い
て
（
二
ツ
井
地

域
の
施
策
分
析
）
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　
平
成
２
７
年
度
二
ツ
井
地
域
局

所
管
の
当
初
予
算
概
要
の
う
ち
、

総
務
企
画
課
関
連
で
は
、
前
年
比

で
約
５
千
万
円
増
の
約
１
億
９
千

６
百
万
円
と
な
り
、
道
の
駅
ふ
た

つ
い
整
備
事
業
の
増
が
主
な
要

因
。

　
市
民
福
祉
課
関
連
で
は
、
約
８

千
８
百
万
円
減
の
約
２
億
４
千
２

百
万
円
と
な
り
、
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
交
流
施
設
整
備
事
業
の
減
が
主

な
要
因
。

　
環
境
産
業
課
関
連
で
は
、
約
１

千
万
円
増
の
、
約
１
億
４
千
百
万

円
と
り
、
国
・
県
交
付
金
が
市
の

予
算
を
経
由
す
る
こ
と
と
な
っ
た

こ
と
が
、
主
な
要
因
。

　
建
設
課
関
連
で
は
、
約
１
千
４

百
万
円
減
の
１
０
億
３
百
万
円
と

な
り
、
二
ツ
井
・
荷
上
場
地
区
簡

易
水
道
事
業
費
の
増
に
対
し
、
道

路
交
付
金
事
業
や
住
宅
管
理
事
務

費
、
浄
化
槽
整
備
事
業
費
の
減
が

主
な
要
因
。

　
二
ツ
井
地
域
局
全
体
で
は
、
約

４
千
３
百
万
円
減
の
約
１
５
億
８

千
２
百
万
円
で
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
案
件
協
議
前
に
、
平
成
２
７
年

度
の
二
ツ
井
地
域
局
の
状
況
が
市

側
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
務
企
画
課
・
市
民
福
祉
課
・

環
境
産
業
課
・
建
設
課
で
構
成
さ

れ
て
い
る
二
ツ
井
地
域
局
の
職
員

数
は
前
年
か
ら
１
人
増
（
総
務
企

画
課
）
と
な
り
、
教
育
委
員
会
、

農
業
委
員
会
、
議
会
事
務
局
を
含

め
た
二
ツ
井
町
庁
舎
に
勤
務
す
る

職
員
は
、
１
０
１
人
（
子
ど
も
園

と
出
張
所
は
除
く
、
臨
時
職
員
は

含
む
）
と
な
り
、
前
年
か
ら
９
人

増
と
な
っ
て
い
る
と
説
明
し
ま
し

た
。
議
会
事
務
局
の
本
庁
か
ら
の

移
動
が
主
な
要
因
。

　
ま
た
、
二
ツ
井
地
域
局
所
管
の

平
成
２
７
年
度
予
算
の
概
要
に
つ

い
て
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

二
ツ
井
地
域
局
の
職
員
数
は
１
増

二
ツ
井
町
庁
舎
の
職
員
数
は
９
増

協
議
前
に
二
ツ
井
地
域
局

の
状
況
を
報
告

 
今
後
の
二
ツ
井
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
の
在
り
方
や
地
域
自
治
区
の

今
後
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
た

め
、
市
側
か
ら
見
た
施
策
評
価
に

つ
い
て
報
告
し
、
委
員
側
と
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

　
点
検
す
る
項
目
は
、
基
本
計
画

中
の
３
つ
の
基
本
目
標
、
①
輝
き

と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち
か
ら
４
政

策
、
②
元
気
と
う
る
お
い
の
ま
ち

か
ら
７
政
策
、
③
安
全
と
安
心
の

ま
ち
か
ら
４
政
策
の
、
合
計
１
５

項
目
と
し
て
お
り
、
今
回
は
、
①

と
②
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　
①
の
子
育
て
・
健
康
づ
く
り
・

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
４
分
野
に

つ
い
て
は
、
概
ね
良
好
と
し
ま
し

た
。

　
②
の
雇
用
・
農
業
・
林
業
と
水

産
業
・
商
業
・
観
光
の
分
野
は
、

現
状
維
持
、
環
境
保
全
・
衛
生
の

分
野
は
概
ね
良
好
と
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
自
主
研
修
で
残
り
の
③

分
野
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
そ

の
後
施
策
評
価
を
踏
ま
え
た
、
今

後
の
地
域
自
治
区
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
地
域
協
議
会
と
し
て
の
意

見
集
約
に
向
け
た
協
議
を
予
定
し

て
い
る
。

合
併
後
の
二
ツ
井
地
域
の
現
状
に

つ
い
て
委
員
と
市
側
で
施
策
を
点

検 施
策
評
価
で
意
見
交
換

　
　
　
　
～
自
主
研
修
～

二
ツ
井
地
域
局
の

主
要
予
算
概
要
を
報
告

　
平
成
２
７
年
度
の
主
要
予
算
概
要

を
、
各
課
４
～
５
事
業
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
、
委
員
質
疑
と
市
側
答
弁

（
質
疑
）
納
税
組
合
補
助
の
減
は

（
答
弁
）
組
合
数
の
減
に
よ
る

（
質
疑
）
元
気
交
流
２
０
０
円
バ
ス

事
業
の
、
利
用
者
乗
車
券
の
配
付
方

法
に
つ
い
て
。

（
答
弁
）
介
護
保
険
被
保
険
者
証
に

シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
で
利
用
で
き
ま

す
。
初
回
の
み
窓
口
で
の
申
請
と
な

り
ま
す
。

（
質
疑
）
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
重

点
対
策
は
。

（
答
弁
）
ク
マ
は
お
り
に
よ
る
捕
獲

で
、
サ
ル
は
追
い
上
げ
や
パ
ト
ロ
ー

ル
を
重
点
に
実
施
す
る
。

二
ツ
井
・
荷
上
場
地
区
簡

易
水
道
整
備
事
業
を
報
告

　
２
７
年
度
の
配
水
管
布
設
約
８
千

メ
ー
ト
ル
、
消
火
栓
設
置
２
５
基
、

及
び
舗
装
本
復
旧
の
工
事
予
定
を
、

工
事
予
定
箇
所
図
面
に
よ
り
報
告
し

ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。


